
一
般
社
団
法
人

　

富
山
県
安
全
運
転
管
理
者
協
会

会
長
野
村 

栄
光

言
提
の
へ
全
安
通
交

～　ゆずりあう　心でひろがる　無事故の輪　～（毎月1日・15日は交通安全県民の日）富山県　交通安全スローガン

第
56
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
富
山
県
大
会

　

当
協
会
は
、
安
全
運
転
管
理
者
選
任
事
業

所
の
安
全
運
転
管
理
者
・
副
安
全
運
転
管
理

者
へ
の
安
全
運
転
管
理
に
関
す
る
啓
発
を
行

い
、
交
通
安
全
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
団
体
で
す
。
ま
た
、
安
全
運
転

管
理
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
に
対

す
る
表
彰
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、「
安
全
運
転
管
理
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
私
が
思
い
考
え
て
い
る
こ

と
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

車
社
会
の
中
で
交
通
事
故
は
、
運
転
の
ミ

ス
、
道
路
環
境
の
不
備
、
ま
た
、
車
の
不
具

合
な
ど
で
発
生
し
、
そ
の
発
生
を
０
（
ゼ

ロ
）
に
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の

で
す
。

　

し
か
し
、
社
会
は
、
そ
の
発
生
を
限
り
な

く
０
（
ゼ
ロ
）
に
近
づ
け
て
行
く
た
め
に
、

道
路
環
境
の
整
備
や
車
の
性
能
の
向
上
な
ど

を
進
め
、
あ
る
程
度
の
効
果
は
得
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
私
が
一
番
重
要
だ
と
考
え
る
の

は
、
そ
の
交
通
・
道
路
を
利
用
す
る
人
の
心

の
あ
り
方
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
安
全
運
転
管
理
者
と
い
う
立
場

で
、
日
々
運
転
者
へ
の
安
全
教
育
や
運
転
管

理
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
交
通
事
故
０

（
ゼ
ロ
）
へ
の
近
道
に
は
、
地
道
な
活
動
し

か
な
い
と
い
う
考
え
で
、
点
呼
や
安
全
教
育

の
場
で
繰
り
返
し
話
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
れ
は
、
運
転
者
に
対
し
て
、「
君
達
が

運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
時
期
を

思
い
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。
危
な
い
運
転
に

あ
っ
て
事
故
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
時
、
そ

の
反
対
で
、
横
断
歩
道
な
ど
で
先
に
横
断
を

促
さ
れ
る
よ
う
な
親
切
な
運
転
に
あ
っ
た

時
、
ど
う
思
い
ま
し
た
か
。」
と
い
う
こ
と

で
す
。
皆
様
は
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

　

安
全
な
運
転
と
い
う
の
は
、
そ
の
運
転
者

の
感
情
つ
ま
り
、
人
の
心
に
左
右
さ
れ
る
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
私
は
安
全
運
転
管
理
者
と

し
て
運
転
者
に
常
に
求
め
て
い
る
の
は
、

「
人
を
思
い
や
る
心
を
忘
れ
る
な
。
ハ
ン
ド

ル
を
握
っ
た
ら
思
い
や
り
運
転
を
実
践
す

る
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

安
全
へ
の
近
道
は
、
安
全
活
動
を
緩
め
る

こ
と
な
く
継
続
し
、
道
路
を
利
用
す
る
全
て

の
人
が
思
い
や
り
を
持
っ
て
行
動
す
る
と
い

う
社
会
の
実
現
が
一
番
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

終
わ
り
に
、
当
協
会
は
、
交
通
安
全
の
実

現
に
寄
与
す
る
団
体
と
し
て
、
引
き
続
き
、

貴
協
会
や
関
係
機
関
団
体
と
連
携
し
て
、
ご

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
目

的
達
成
に
向
け
て
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

発行者／公益財団法人富山県交通安全協会・交通安全活動推進センターNo.393 令和５年夏号
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個人優勝の波多選手 学科テストに取り組む児童たち

ジグザグ走行を慎重に進む児童団体優勝した南砺市立福光中部小学校の児童たち

横断歩道は歩行者優先！ 富山市内を走る「パト電」

交差点を右折する児童

～運転は　ゆとりとマナーの　二刀流～交通安全年間スローガン（運転者・同乗者）

　７月２日㈰９時より富山市高島の運転教育センター及び自転車練習コースにおいて第56回交通安全子供自転
車富山県大会（主催：当協会・県警察本部、後援：県交通対策協議会・県教育委員会）を開催しました。この
大会には県内14警察署を代表する小学校（１チーム４人）が参加し、競技を通じて児童が自転車運転の知識や
技能を身に付けるとともに、安全意識を向上させ各小学校の交通安全リーダーとして交通事故防止を図ること
を目的として開催されました。
　出場した各選手が真剣に競技に取り組んだ結果、団体の部は南砺市立福光中部小学校チームが、個人の部で
は波多風太郎選手（南砺市立福光中部小６年）が優勝しました。
　団体優勝した南砺市立福光中部小学校の４人の選手は、８月９日㈬に東京都内で開催される全国大会に当県
代表として出場します。入賞したのは次の方々です。
【団体】優勝：南砺市立福光中部小学校チーム、準優勝：砺波市立鷹栖小学校チーム、第３位：小矢部市蟹谷

小学校チーム
【個人】優勝：波多風太郎（南砺市立福光中部小６年）、準優勝：森潤南（南砺市立福光中部小６年）、３位：若

松咲希（砺波市立鷹栖小５年）、４位西坂美潤（砺波市立鷹栖小６年）、５位：沢田怜梨（砺波市立鷹栖
小６年）、６位：水口綾七（南砺市立福光中部小６年）、７位：杉浦翔月（南砺市立福光中部小６年）、
８位：堀川桃榎（砺波市立鷹栖小６年）、
９位：山本唯（小矢部市立蟹谷小５年）、
10位：増垣乃埜（魚津市立清流小６年）

　当協会と県軽自動車協会及び県警察本部は富山県
内の郵便配送業務車及び四輪車約1,100台に貼付する
「横断歩道は歩行者優先！」と記されたステッカー
を日本郵便㈱に贈呈しました。ステッカーを貼付し
た車両は、局員やドライバーの安全運転意識向上
（横断歩道での歩行者優先）を図りながら日々の配
達業務を行っています。

　当協会と富山地方鉄道、県自動車販売店協会及び
県警察本部は、共催でパトカーをイメージしたラッ
ピングを施した路面電車「パト電」を富山市内中心
部で３月18日から１年の間運行しています。この
「パト電」の姿を利用者や住民らに見てもらうこと
により、交通安全や防犯の意識を高め事故事件が抑
止されることを目的としています。

第56回交通安全子供自転車富山県大会を開催しました

郵便配達車両に啓発ステッカーを
貼付しました

交通安全・防犯を訴える「パト電」を
運行しています

－２－



警視庁HP毎日新聞HP

FMとやまHP

「ありがとう」を
伝えるとドライ
バーはもっと優
しい運転をしよ
うという気持ち
になるんだよ。

－３－

～自転車に　乗るなら必ず　ヘルメット～交通安全年間スローガン（歩行者・自転車）

　

当
県
の
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
に
お
け

る
自
動
車
の
一
時
停
止
率
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
調
査
）

は
平
成
元
年
に
は
5.3
％
（
全
国
44
位
）
で
し

た
が
、
広
報
啓
発
な
ど
に
よ
り
年
々
上
昇
し

令
和
４
年
に
は
37
％
（
全
国
25
位
）
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
未
だ
全
国
平
均
（
39.8
％
）

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
継
続
的
な
啓
発
活
動
が
必
要
と

し
て
、
当
協
会
と
エ
フ
エ
ム
と
や
ま
㈱
で

は
、
６
月
か
ら
８
月
の
間
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
黒
部
市
出
身
の
タ
レ
ン
ト

橋
本
せ
い
な
さ
ん
を
起
用
し
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を

聴
い
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
向
け
て
横
断
歩

道
の
一
時
停
止
を
呼
び
か
け
る
〝
横
断
歩
道

「
止
ま
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
運
動
」〞
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
！

　

運
転
者
の
皆
さ
ん
、
信
号
機
の
な
い
横
断

歩
道
で
の
歩
行
者
優
先
は
マ
ナ
ー
で
は
な
く

ル
ー
ル
で
す
。
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
す
る

歩
行
者
が
い
る
場
合
は
、
一
時
停
止
し
通
行

を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

歩
行
者
の
皆
さ
ん
、
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
運

転
者
に
横
断
歩
道
を
渡
る
意
思
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
止
ま
っ
て
く
れ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
に
「
あ
り
が
と
う
」
の
気

持
ち
を
伝
え
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で

の
交
通
事
故
が
１

件
で
も
少
な
く
な

る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

自
転
車
は
自
動
車
と
同
じ
車
両
で
す
。
き
ち
ん

と
点
検
整
備
し
た
安
全
な
自
転
車
で
、
ル
ー
ル
を

守
り
安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

知
っ
て
い
ま
す
か
緑
色
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク

　

令
和
４
年
12
月
１
日
か
ら
緑
色
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク（
自

転
車
向
け
保
険
）
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

手
続
き
は
簡
単

お
近
く
の
自
転
車
安
全
整
備
店
で
、
点
検
整
備

（
有
料
）を
受
け
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
を
貼
っ
て
も
ら
う
だ
け
。

年
齢
に
制
限
な
し

　

年
齢
に
関
係
な
く
、
ど
な
た
で
も
入
れ
ま
す
。

誰
が
運
転
し
て
い
て
も
補
償
の
対
象

　

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
が
貼
付
さ
れ
た
自
転
車
で
あ
れ

ば
、
原
則
ど
な
た
が
運
転
し
て
も
補
償
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

も
し
も
の
時
に
安
心

　

緑
色
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
は
す
べ
て
の
人
身
事
故
の
相

手
が
賠
償
責
任
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
賠
償

責
任
補
償
の
限
度
額
は
１
億
円
。
安
心
が
広
が
り

ま
す
。

安
心
の
示
談
交
渉
サ
ー
ビ
ス

　

ス
ム
ー
ズ
な
解
決
の
た
め
に
あ
な
た
に
代
わ
っ

て
保
険
会
社
が
示
談
交
渉
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
安
心
が
広
が
り
ま
す
。
た
だ
し
、
自
転
車
の

搭
乗
者
が
業
務
中
の
場
合
は
、
対
象
外
と
な
り
ま

す
。（
保
険
金
は
支
払
わ
れ
ま
す
。）

※

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険
の
有
効
期
間
は
１
年
で

す
。
毎
年
１
回
は
点
検
整
備
を
受
け
て
、
Ｔ
Ｓ

マ
ー
ク
を
更
新
し
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
、
学
校
、
地
域
等
に
お
い

て
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
っ
た

内
容
や
、
そ
の
結
果
実
行
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
作
文
に
書
い
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

令
和
５
年
９
月
８
日
㈮
消
印
有
効

応
募
部
門

小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

　
　
　
　

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

令
和
６
年
使
用
「
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー

ガ
ン（
標
語
）」
募
集
中

　

社
会
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
交
通
事
故
を

減
ら
す
目
的
で
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

　

最
優
秀
作
は
令
和
６
年
春
と
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
で
使
用
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
な
り
ま
す
。

応
募
締
切

令
和
５
年
９
月
25
日
㈪
消
印
有
効

応
募
部
門

一
般
部
門
Ａ
（
ど
な
た
で
も
応
募
可
）

運
転
者（
同
乗
者
を
含
む
）に
呼
び
か
け
る
も
の

一
般
部
門
Ｂ
（
ど
な
た
で
も
応
募
可
）

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
に
呼
び
か
け
る
も
の

こ
ど
も
部
門
（
中
学
生
以
下
の
み
応
募
可
）

　

こ
ど
も
た
ち
に
交
通
安
全　

　

を
呼
び
か
け
る
も
の

　
　
　
　

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

横
断
歩
道

〝
止
ま
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
運
動
〞推
進
中

令
和
５
年
度

「
交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文

　

コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集
中

も
し
も
に
備
え
て

　
　
　
　

自
転
車
に
も
保
険
を



◆立山町交通安全協会◆

◆富山西交通安全協会◆

◆射水交通安全協会◆ ◆上市区域交通安全協会◆

◆黒東交通安全協会◆

◆氷見市交通安全協会◆ ◆富山中央交通安全協会◆ ◆黒部市交通安全協会◆

◆砺波市交通安全協会◆ ◆富山南交通安全協会◆ ◆魚津市交通センター◆

◆南砺市交通安全協会◆

◆高岡交通安全協会◆

◆滑川市交通安全協会◆

◆小矢部市交通安全協会◆

各地区の交通安全活動状況
これらの活動は皆様方からいただいた協力金・賛助金で行っています。
これからもご理解とご協力をお願いいたします。

各地区の交通
安全活動はこ
ちらからもご覧
になれます。

～ぺだるこぐ　ぼくのあいぼう　へるめっと～交通安全年間スローガン（こども）

高岡交通少年団が小学校付近において、
道行く歩行者や自動車等に交通安全の励
行等を呼び掛けました。

立山町利田の大日橋東詰交通安全祈願塔
前広場において交通安全祈願法要を行
い、犠牲者の冥福と交通事故のない立山
町実現を誓いました。

高齢者交通安全教室を開催。ＤＶＤ視聴や
高齢者事故の特徴等を学びました。また参
加高齢者の履物に反射材を貼付し、夜間に
おける反射材の活用を呼びかけました。

交差点を通るドライバーや歩行者等の心
が和み、交通事故防止への願いを込め
て、氷見警察署前交差点に設置してある
花壇の花の植替えを行いました。

富山市内の各小学校において、新１年生を中
心に交通安全教室を行いました。ＤＶＤを視
聴した後、学校周辺の通学路を使用し、安全
な横断歩道の渡り方等の訓練を行いました。

保育園児とその家族を対象に、親子交通安全
教室を行いました。ＮＨＫの交通安全ソング
「ててて！とまって！」にあわせて、園児が
一緒に踊って交通ルールを学びました。

「こどもと高齢者の交通安全の日」にス－
パ－の来店客に対し、反射材付きのエコ
バッグや啓発物を配布し、こどもと高齢
者の交通安全を呼びかけました。

ショッピングセンターにおいて、山室中学校
吹奏楽部による交通事故防止を願う吹奏楽を
披露していただきました。多くの来場者で賑
わい、有意義なキャンペーンとなりました。

交番前道路で、魚津市身体障害者デイサービ
スセンター利用者の皆さんが、手作りのマス
コットやチラシを通行車両に配付し、飲酒運
転の根絶と安全運転を呼び掛けました。

９集落内に設置されたカーブミラー38基
の点検・清掃を行い、水垢でくすんだ鏡
面を磨きピカピカにして、交通事故防止
に寄与しました。

富山商業高校書道部員が、書道パフォーマ
ンスをとおして交通安全メッセージを作
成。富山西警察署エントランスに掲示して
来訪者等への交通安全の周知を図ります。

春の全国交通安全運動の初日、市内各地で交
通安全啓発活動を行いました。同時に「横断
歩道おもいやりの日」キャンペーンとして、
ドライバーに交通安全を呼びかけました。

メルヘンポリスの委嘱状交付式を行いまし
た。毎年石動西部こども園年長園児にメルヘ
ンポリスを委嘱し、年間の交通安全諸行事に
参加して交通安全を呼びかけてもらいます。

大島小学校に「事故へっちまえ作戦」用のヘ
チマ苗を贈呈、児童と同校花壇に手植えしま
した。秋には化粧品のヘチマ水とチラシを配
布するキャンペーンを展開する予定です。

横断歩道おもいやりキャンペーンで、大岩日
石寺で交通安全の御祈祷を受けた手作りスト
ラップと啓発チラシを通行するドライバーに
配布して安全運転を呼び掛けました。

－４－


